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●
日
時
＝
８
月
４
日

〜
６
日

（
い
ず
れ
か
１
日
）　９
時
30
分
〜
16
時

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

●
定
員
＝
各
日
50
名

●
受
講
料
＝
五
〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
地
層
見
学
、　化
石
採
集
、　化
石
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
モ
デ
リ
ン
グ

●
講
師
＝
柴
田
　
博
先
生
（
名
古
屋
大
学
教
授
）

斉
藤
　
毅
先
生
（
名
城
大
学
講
師
）

細
山
光
也
先
生

（
愛
知
教
育
大
学
付
属
高
校
教
諭
）

木
村
敏
之
先
生

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

※
第
１　
・　
第
２
希
望
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
７
月
30
日

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
中
学
生
以
上
ま
た
は
初
級
コ
ー
ス

修
了
者

●
定
員
＝
20
名

●
受
講
料
＝
八
〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
地
層
見
学
、
柱
状
図
作
り
、

研
磨
標
本
と
ス
ン
プ
作
り

●
講
師
＝
氏
原
　
温
先
生
（
名
古
屋
大
学
講
師
）

●
日
時
＝
７
月
31
日

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
中
学
生
以
上
ま
た
は
初
級
コ
ー
ス

修
了
者

●
定
員
＝
20
名

●
受
講
料
＝
八
〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
地
層
見
学
、
柱
状
図
作
り
、

有
孔
虫
資
料
作
り

●
講
師
＝
細
山
光
也
先
生

（
愛
知
教
育
大
学
付
属
高
校
教
諭
）

●
日
時
＝
８
月
７
日

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

●
定
員
＝
20
名

●
受
講
料
＝
五
〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
松
ケ
瀬
で
岩
石
を
観
察
、
薄
片

観　
察　
、　岩　
石　
の　
研　
磨　
標　
本　
づ　
く　
り　

●
講
師
＝
冨
田
　
進
先
生　

（
中
京
学
院
大
学
教
授
）

化
石
博
物
館
・
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
・
瑞
浪
陶
磁
資

料
館
で
は
、
次
の
と
お
り
夏
季
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
あ
な
た
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

化
石
博
物

館

★
サ
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー

「
初
級
コ
ー
ス
」

★
サ
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー

「
中
級
コ
ー
ス
Ａ
」

★
サ
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー

「
中
級
コ
ー
ス
Ｂ
」

★
石
を
調
べ
る
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●
日
時
＝
７
月
29
日

９
時
30
分
〜
15
時

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

●
定
員
＝
20
名

●
受
講
料
＝
一
、
〇
〇
〇
円

（
教
材
費
、
焼
成
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
恐
竜
の
話
、
恐
竜
の
陶
器
製
模

型
づ
く
り

●
講
師
＝
内
田
輝
夫
　
先
生
（
陶
芸
家
）

※
作
品
は
焼
成
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
８
日

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

●
定
員
＝
20
名

●
受
講
料
＝
五
〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
化
石
博
物
館
周
辺
の
植
物
観

察
、
木
の
葉
の
し
お
り
（
葉
脈

標
本
）
作
り

●
講
師
＝
山
口
清
重
先
生
（
植
物
研
究
家
）

●
日
時
＝
第
１
回
…
８
月
１
日

14
時
〜
17
時

講
義
「
苗
木
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
床
」

第
２
回
…
８
月
２
日

９
時
〜
17
時

巡
検　「
博
石
館　
・　
中
津
川
市
鉱
物
博
物

館
・
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
床
の
見
学
」

●
会
場
＝
化
石
博
物
館

●
対
象
者
＝
高
校
生
以
上

●
定
員
＝
20
名

●
受
講
料
＝
一
、
〇
〇
〇
円

●
講
師
＝
下
坂
康
哉
先
生

（
下
坂
地
質
鉱
物
研
究
所
所
長
）

志
津
匡
三
先
生

（
中
津
川
市
文
化
財
審
議
員
）

●
日
時
＝
８
月
１
日

・
２
日

（
２
日
で
１

コ
ー
ス
）
９
時
30
分
〜
15
時

●
会
場
＝
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館

●
対
象
者
＝
小
学
校
１
年
生
以
上
の
児
童
・
生

徒
と
そ
の
親

●
定
員
＝
25
組

●
受
講
料
＝
一
、
〇
〇
〇
円
（
親
子
一
組
）

●
学
習
内
容

第
１
日
…
お
話
に
出
て
く
る
動
物
作
り

第
２
日
…
僕
の
夢
・
あ
な
た
の
夢
作
り

●
講
師
＝
斉
藤
満
秋
先
生

桐
井
雅
康
先
生

※
作　
品　
は　
、　
後　
日　
市　
之　
瀬　
廣　
太　
記　
念　
美　
術　
館　
に　

展　
示　
し　
ま　
す　
。　

●
日
時
＝
７
月
26
日

９
時
〜
15
時

●
会
場
＝
瑞
浪
陶
磁
資
料
館

●
対
象
者
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

（
児
童
の
み
の
参
加
可
）

●
定
員
＝
30
名

●
受
講
料
＝
一
、
〇
〇
〇
円
（
焼
成
費
含
む
）

●
学
習
内
容
＝
粘
土
で
古
代
の
埴
輪
を
作
る

●
講
師
＝
内
田
輝
夫
先
生
（
陶
芸
家
）

※
作
品
は
焼
成
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
官
製
は
が
き
に

希
望
す
る
講
座
名
、　
受
講
者
の
氏
名　
・　
年
齢　（
学

年
）　
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。
）

○
化
石
博
物
館
（

６
８
―
７
７
１
０
）

５　
０　
９　
―　
６　
１　
３　
２　
　　
明　
世　
町　
山　
野　
内　
１　
―　
13

○
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館　（

６
８
―
９
４
０
０
）

５
０
９
―
６
１
３
３
　
明
世
町
戸
狩
２
―
17

○
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
（

６
７
―
２
５
０
６
）

５
０
９
―
６
１
３
２
　
明
世
町
山
野
内
１
―
６

◆
申
込
締
切
＝
各
講
座
と
も
７
月
19
日

●期間 ８月１日 ～８月９日

●会場 地球回廊

●内容 ちびっこ恐竜ぬりえ（幼児対象）

恐竜クイズ（小中学生対象）

正解者にはプレゼントがあります。

ハイビジョン特別企画

地球回廊　夏休み特別企画

「「恐恐竜竜ままつつりり」」

★
ふ
る
さ
と
の
自
然

「
木
の
葉
の
し
お
り
を
つ
く
る
」

★
地
学
講
座

「
苗
木
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
床
」

★
夏
休
み
作
陶
講
座

「
埴
輪
を
作
ろ
う
」

★
恐
竜
の
模
型
づ
く
り

★
親
子
彫
刻
講
座

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館

瑞
浪
陶
磁
資
料
館

申
し
込
み
方
法
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◆
開
　
票
　
所
＝
市
民
体
育
館
《
開
票
開
始
時
間
＝
午
後
９
時
》

◎
問
い
合
わ
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会
　

内
線
２
７
１

※陶第一投票区の投票所が陶労働会館に変わりましたので、お間

違いのないようにお願いします。

あなたの投票所をお確かめください。
投　票　区 投　　　票　　　所

山 田 投 票 区 瑞 浪 中 学 校　　

小 田 投 票 区 瑞　　浪　　小　　学　　校　　

樽 上 投 票 区 ハートピア（市民福祉センター）

上 平 投 票 区 瑞　　浪　　市　　役　　所　　

竜 門 投 票 区 瑞浪市総合文化センター　　

土 岐 投 票 区 土　　岐　　小　　学　　校　　

明 世 投 票 区 瑞 浪 市 民 体 育 館　　

稲津第一投票区 稲 津 公 民 館　　

稲津第二投票区 萩 原 公 会 堂　　

陶第一投票区 陶 労 働 会 館　　

陶第二投票区 ワ ー ク プ ラ ザ 瑞 浪　　

釜 戸 投 票 区 竜 吟 保 育 園　　

大 湫 投 票 区 大 湫 公 民 館　　

日吉第一投票区 日吉コミュニティーセンター

日吉第二投票区 細 久 手 公 民 館

政治家やその後援会が、有料のあいさつ広告を出すと処罰されます。

政治家や後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対す

るあいさつを目的として、新聞、雑誌、テレビ、ラジオなどにより、

有料の広告（いわゆる名刺広告など）を出すと処罰されます。

なお、政治家や後援団体に対し、あいさつを目的とする有料の広告

を求めることも禁止されており、威迫して求めると処罰されます。

瑞浪市選挙管理委員会・瑞浪市明るい選挙推進協議会

あいさつを目的とする有料広告の禁止白バラ
コーナー

投
票
日
の
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人

は
、
早
め
に
不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

投

票

日
　
７
月
12
日
（
日
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

６
月
８
日
、
市
役
所
全
員
協
議

会
室
で
環
境
美
化
監
視
員
の
委
嘱

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
瑞
浪
市
環
境
美
化
監
視
員
制

度
』
は
、
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
『
瑞
浪
市
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
条
例
』
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

環
境
美
化
監
視
員
の
任
期
は
２

年
。
監
視
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、

散
歩
や
山
歩
き
な
ど
を
通
じ
て
地

元
地
域
を
見
回
っ
て
い
た
だ
き
、

不
法
投
棄
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
市
役
所
環
境
課
に
連
絡

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
環
境
美
化
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
を
通
じ
、
良
好

な
生
活
環
境
を
確
保
し
て
い
け
る

よ　
う　
に　
指　
導　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　

豊
か
な
自
然
と
緑
あ
ふ
れ
る
住

み
よ
い
ま
ち
瑞
浪
。
私
た
ち
の
ま

ち
を
ご
み
か
ら
守
る
た
め
、
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
問
題
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

環
境
美
化
監
視
員
に
委
嘱
さ
れ

た
の
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
瑞
浪
地
区
＝
加
藤
正
興
、
野
村

幸
彦
、
辻
　
正
之
、
西
尾
文
夫

●
土
岐
地
区
＝
兼
松
和
美
、
土
屋

宣
通
、
勝
股
好
昭
、
永
井
　
學
、

田
中
博
之

●
明
世
地
区
＝
高
木
　
寛
、
井
口

孝
公
、
伊
藤
昭
一
、
山
内
昌
弘

●
稲
津
地
区
＝
安
藤
省
三
、
成
瀬

賢
司
、
勝
股
芳
夫
、
土
田
和
男

●
陶
地
区
＝
保
母
寅
夫
、
伊
藤
昭

三
、
松
之
木
勝
美
、
羽
柴
正
昭

●
釜
戸
地
区
＝
大
島
一
太
、
水
野

大
二
、
森
川
　
浩
、
山
路
雄
三

●
大
湫
地
区
＝
赤
岩
　
紀
、
古
橋

起
洋
史

●
日
吉
地
区
＝
小
栗
榮
輝
、
杉
本

光
一
、
安
藤
芳
夫
、
加
藤
博
史▲委嘱を受ける監視員のみなさん

〜
み
ん
な
で
投
票
　
あ
か
る
い
未
来
〜

〜
環
境
美
化
監
視
員
を
委
嘱
〜
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団地名

下 山 田

名　　滝

鶴　　城

竜　　吟

公文垣内

日　　吉

紺 屋 原

所在地

山田町

土岐町

土岐町

釜戸町

釜戸町

日吉町

西小田町

形　式

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

構　造

簡平ＰＣ造

簡２ＰＣ造

簡２ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡平ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡２ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡平ＰＣ造

簡２ＰＣ造

中耐ＰＣ造

募集数

１

16

３

３

３

５

１

３

７

８

１

１

家　賃

◎
入
居
者
の
方
す
べ
て
の
収
入
、
お
よ
び
住

宅
の
規
模
・
構
造
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。

応募資格 ◆市内に３カ月以上住所または勤務地があり、

かつ、市税を滞納していない方

◆現に同居または同居しようとする親族があ

り、世帯を構成する方

◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方

応募期間 ７月１日 から７月15日 まで

市営住宅入居者募集
管財課

内線324 こ
の
ほ
ど
、
新
し
く
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
西
尾
善
英
さ
ん
（
宮
前
町
、

44
歳
）
が
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
、
見
守
り
、
自
由

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
、
地

域
社
会
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
た
め
の
啓

発
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

人
権
は
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え

で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
み
ん
な
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

西
尾
さ
ん
に
は
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
お
互
い
が
人
権
を
守
っ
て

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

西尾善英さん

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
予
防
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か

ら
守
り
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年

の
立
ち
直
り
を
助
け
る
た
め
、

地
域
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

●たたく音や叫び声が聞こえる。

●不自然な傷が多い。

●衣服や体がいつも極端に汚れている。

●小さい子どもを置いて頻繁に外出している。

子ども相談センターでは、専門の職員が調査、指導を行

い、必要な場合は子どもを緊急に保護したり、児童福祉施

設へ入所させたりします。

ご連絡をいただいた方の秘密は守ります。

【連絡先】

◎東濃子ども相談センター（旧東濃児童相談所）

東濃西部総合庁舎内　 23－1111 

◎子ども・家庭電話相談室（中央子ども相談センター）

058－276－4152・0120－76－1152

◎瑞浪市福祉事務所　福祉課児童係 内線１０４

※児童福祉法第２５条では、保護者のない児童または保護

者に監護させることが不適当と認める児童を発見した人は、

これを通告しなければなりません。

あなたの一報が子どもの命を救います。

気づいたことはないですか？

聞こえませんか？
子どもからのSOS

子どもへの虐待がふえています。親の虐待によって、子

どもの尊い命が奪われる痛ましい事件も起きています。

次のような場合には、虐待が疑われます。ぜひ子ども相

談センターか福祉事務所に早めにご連絡・ご相談ください。

『虐待でなかったらどうしよう』と不安を感じる必要はあり

ません。

７
月
は

『『
社社
会会
をを
明明
るる
くく
すす
るる
運運
動動
』』

強
調
月
間
で
す

検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ
て
本

年　
７　
月　
12
日　
で　
50
周　
年　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
け
れ
ど
も
、
検
察
官
が
被
疑
者

を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
よ

し
あ
し
を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審

査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

詳
し
く
は
、
多
治
見
検
察
審
査
会

事
務
局
へ
。（

２
２
―
０
６
９
８
）

「
検
察
審
査
会
法
」

施
行
50
周
年
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安藤　貴之
たかゆき

くん（３歳）

松葉　 萌
めぐみ

さん（３歳）

ポケモンのピカチュウがお気に入りの
貴之くんは、歌うことが大好きな男の子。
萌さんは、ちょっぴり泣き虫ですが、外で
遊ぶことが大好きな女の子です。

お母さんたちは、しっかりあいさつの
できる元気で優しい子に育ってほしいと
話していました。

－土岐児童センター－

環
境
月
間
の
６
月
14
日
、
土
岐
川

河
川
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
土
岐
川
の
名
滝
橋

か
ら
和
合
大
橋
ま
で
の
両
岸
や
支
流

の
清
掃
作
業
を
行
う
も
の
で
、
土
岐

川
を
美
し
く
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
や

周
辺
の
自
治
会
、
中
京
商
業
高
校
の

生
徒
な
ど
約
三
、
二
〇
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

あ　
い　
に　
く　
の　
雨　
模　
様　
の　
天　
気　
の　
中　
、　

み
な
さ
ん
は
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、
草
刈
り
や
ご
み

拾　
い　
に　
快　
い　
汗　
を　
流　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ
の
日
集
め
ら
れ
た
草
や
ご
み
の

量
は
、
61
ト
ン
に
も
な
り
ま
し
た
。

清
掃
作
業
を
す
る
み
な
さ
ん

６
月
21
日
、
生
活
ホ
ー
ム
「
じ
ゃ

が
い
も
」
に
よ
る
『
じ
ゃ
が
い
も
祭

り
』
が
、
土
岐
町
名
滝
の
稲
荷
神
社

境
内
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
知
的
な
障
害
を
持

つ
方
と
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
地
元
名

滝
区
と
名
滝
団
地
区
の
協
力
を
得
て

催
さ
れ
た
も
の
で
、
バ
ザ
ー
や
ゲ
ー

ム
、
餅
つ
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
で
は
、
雨
天
の

な
か
で
み
ん
な
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
、
大
き
く
育
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
を

掘
り
起
こ
し
、
収
穫
の
喜
び
に
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▲一生懸命じゃがいもを掘るみなさん

◆
開
設
期
間
＝
７
月
20
日

か
ら

８
月
23
日

ま
で
〈
無
休
〉

◆
利
用
時
間
＝
10
時
〜
17
時

◆
使
用
料
＝
小
中
学
生
…
一
〇
〇
円

高
校
生
以
上
…
三
〇
〇
円

（
幼
児
・
身
体
障
害
者
…
無
料
）

◆
日

時
＝
７
月
30
日

か
ら
８
月

３
日

ま
で
の
５
日
間

10
時
〜
12
時

◆
場
　
所
＝
瑞
浪
市
民
プ
ー
ル

◆
定
員
等
＝
瑞
浪
市
民
の
親
子
20
組

◆
受
講
料
＝
無
料　（
た
だ
し
、　
プ
ー
ル

使
用
料
が
必
要
で
す
。）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
　

６
８
―
０
７
４
７

市
民
プ
ー
ル

７
月
20
日
オ
ー
プ
ン

親
子
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
シ
ロ
ク
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
代
表
者
中
島
紘
一
）
様
＝
三
万

円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
桐
井
陶
器
産
業

（
代
表
取
締
役

桐
井
徹
）
様
＝
五
十
万
円
、
産
業

振
興
の
た
め
に
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◎防災行政無線（屋外放送）は、窓を開けるか、外へ出て聴いてください。

こちらは広報みずなみです。

７月の夕方６時の音楽は

「われは海の子」です。
「われは海の子　白波の

さわぐ磯辺の　松原に」

けむりたなびく　とまやこそ

わがなつかしき　住みかなれ」

た
ち
に　
、
興
味
深
そ
う
に
触
っ
て
み

た
り
、
家
か
ら
持
っ
て
き
た
野
菜
を

食
べ
さ
せ
た
り
し
て
、
楽
し
い
ふ
れ

あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

桔　
梗　
保　
育　
園　
と　
一　
色　
保　
育　
園　
に　
、　

移　
動　
動　
物　
園　
が　
や　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

園
児
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、

普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
動
物

熱
心
に
聞
き
入
る
み
な
さ
ん

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん
方
を
対
象
と
し
た
人
工
呼
吸

講
習
会
が
６
月
19
日
、
市
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
に
は
約
40
人
の
み
な

さ
ん
が
参
加
し
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
応
急
手
当
の
重
要
性
、
人

工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に

つ
い
て
、
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士

か
ら
の
経
験
を
交
え
た
講
義
を
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
義
の
後
に
行
わ
れ
た
実
技
講
習

で
は
、
み
な
さ
ん
は
実
際
に
身
近
な

人
を
救
っ
て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

七夕まつりを支援しようと結成された『バ

サラ瑞浪普及振興会』では、８月の七夕まつ

り本番に向けて、踊りの輪を市民全体に広げ

ようと練習に取り組んでいます。

６月には、北海道札幌市で行われた『ＹＯ

ＳＡＫＯＩソーラン祭り』に初参加、エネル

ギッシュに踊りを披露するとともに、瑞浪市

のＰＲもしてきました。

踊りの好きな人、踊りをおぼえたい人。初

心者も大歓迎です。ぜひ、ご参加ください。

●毎週木・日曜日　19時30分～

《会場》瑞浪小学校　屋内運動場

●７月31日 19時～

《会場》市民体育館　第１競技場

※照会先　永冶高三　 ６８－２２４８

▲「YOSAKOIソーラン祭り」での熱演

広げよう
踊りの輪！

企画展 ―瑞浪陶磁資料館―

『『アアニニメメののヒヒーーロローー』』
～陶器にデザインされた主役たち～

●
会
　
期

８
月
30
日

ま
で

●
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、　７
月
21
日

・　
22
日

※
常
設
展
示
の
入
館
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園桔梗保育園

一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園一色保育園
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瑞
浪
市
自
主
運
行
バ
ス
は
、
バ
ス

事
業
の
路
線
廃
止
に
伴
う
代
替
バ
ス

と
し
て
、
４
月
か
ら
運
行
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
地
域
の
足
と
し
て
市
民

の
み
な
さ
ん
に
さ
ら
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
新
た
な
バ
ス
の
購
入

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
に
よ

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
作
品
＝
オ　
リ　
ジ　
ナ　
ル　
に　
限　
り　
、　

１
人
１
点
と
す
る
。

◎
デ
ザ
イ
ン
…
指
定
用
紙
を
使
用

し
、
色
は
３
色
ま
で
と
し
ま
す
。

（
指
定
用
紙
は
、
市
役
所
受

付
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
）

◎
愛
　
称
…
官
製
ハ
ガ
キ
に
愛
称

１
点
と
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

●
応
募
締
切
＝
７
月
24
日

必
着

●
賞
＝
最
優
秀
賞
…
各
１
点

優

秀

賞
…
各
５
点

●
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

商
工
課
　

内
線
４
９
９

※
入
選
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
、
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

な
お
採
用
作
品
は
一
部
手
直
し
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

岐
阜
県
里
親
連
合
会
で
は
、
県
か

ら
の
委
託
を
う
け
、
『
三
日
里
親
』

を
募
集
し
ま
す
。

三
日
里
親
と
は
、
養
護
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
児
童
で
、
夏
季
の

帰
省
時
に
家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り

帰
省
で
き
な
い
児
童
を
、
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
里
親
と
な
っ
て
預

か
っ
て
い
た
だ
き
、
児
童
に
温
か
い

家
庭
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
期

間
＝
８
月
１
日

〜
３
日

◆
申
し
込
み
＝
７
月
10
日

ま
で
に

福　
祉　
課　
へ　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

（
用
紙
は
、
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

◆
問
い
合
わ
せ

○
福
祉
課

（

内
線
１
０
４
）

○
東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（

２
３
―
１
１
１
１
）

市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
適
正
な

課
税
の
た
め
、
新
築
・
増
築
家
屋
の

評
価
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
評
価

調
査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
家
屋
に
つ
い
て
も
調

査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
簡
易
な
建
物
で
も
家
屋
の
要
件
を

備
え
て
い
れ
ば
調
査
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

●
床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
調

査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
９
年
以
前
の
建
築
で
も
未
調

査
の
家
屋
は
調
査
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

※
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き
は
、

「
建
物
取
り
壊
し
届
」
を
税
務
課

ま
た
は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

文
部
省
の
認
定
に
よ
る
家
庭
料
理

技
能
検
定
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

◆
期
日
＝
10
月
11
日

◆
時
間
＝
午
前
９
時
…
４
級

午
後
１
時
…
３
級

◆
場
所
＝
中
京
短
期
大
学

◆
受
験
資
格
＝
制
限
な
し

◆
申
込
締
切
＝
９
月
４
日

（
消
印
有
効
）

◆
問
い
合
わ
せ
＝
中
京
短
期
大
学

担
当
…
高
山

６
８
―
４
５
５
５

※
こ
の
検
定
に
関
す
る
受
験
準
備
講

習
会
を
９
月
25
日

・　
26
日

の

２
日
間
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

◎ふるさと皆様劇場（放送予定）

◆日時＝７月４日 19時30分～

NHK総合テレビ

◆照会先＝企画政策課

内線３３２

◎第22回瑞浪市民合唱祭

◆期日＝７月５日 14時～

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝市合唱連盟事務局

68－6512 

◎劇団飛行船のポケット劇場

『かちかち山』

◆期日＝７月11日 10時30分～

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝生涯学習課

68－5281 

◎大川祇園祭

◆期日＝７月18日 19時30分～

◆場所＝八王子神社（陶町大川）

◆照会先＝陶コミュニティーセン

ター　 65－2111 

◎服部克久と東京ポップス

オーケストラアンサンブル

◆期日＝７月19日 19時～

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝生涯学習課

68－5281 

◎水上祇園祭

◆期日＝７月25日 18時30分～

◆場所＝水上神社（陶町水上）

◆照会先＝陶コミュニティーセン

ター　 65－2111

◎細久手提灯まつり

◆期日＝７月25日 20時～

◆場所＝日吉町細久手地内

◆照会先＝日吉コミュニティーセ

ンター　 69－2010

７７月月はは夏夏季季無無災災害害推推進進月月間間でですす

ヒヤリハット１人１件活動を推進し、災害の

ない明るい職場を築きましょう！

毎年夏季は労働災害が増加しやすい時期で

す。職場で「ヒヤッ」としたり「ハッ」とした

危険要因は、適切な安全対策により改善し、災

害のない職場を実現しましょう。

◎照会先 多治見労働基準監督署 22－6381 

「
三
日
里
親
」
を

募
集
し
ま
す

家
屋
の
評
価
調
査
に

ご
協
力
を
！

文
部
省
認
定

家
庭
料
理
技
能
検
定
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社　
会　
福　
祉　
法　
人　
美　
濃　
陶　
生　
苑　
で　
は　
、　

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
・
人
員
・
資
格

◎
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
…
16
名
程
度

〈
高
齢
者
介
護
に
理
解
が
あ
り
、

健
康
な
方
〉

◎
事　
務　
員　
…　
１　
名　〈　
社　
会　
福　
祉　
主　
事

任
用
資
格
取
得　（
見
込
み
）　の
方
〉

※
い
ず
れ
も
昭
和
48
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

◆
勤
務
先
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
た
じ
み
陶
生
苑
・
と
き
陶
生

苑
・
み
ず
な
み
陶
生
苑
）

◆
採
用
日
＝
平
成
11
年
４
月
１
日

◆
試

験
＝
８
月
23
日

〈
一
般
教
養
・
小
論
文
・
面
接
〉

◆
申
込
締
切
＝
７
月
31
日

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

み
ず
な
み
陶
生
苑６

３
―
２
８
４
３

岐
阜
県
で
は
、
県
の
行
政
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
日
帰
り
で
県
の
施
設
な

ど
を
見
学
す
る
「
走
る
ふ
れ
あ
い
バ

ス
」
を
運
行
し
ま
す
。

●
期

日
＝
８
月
５
日

９
時
出
発

（
東
濃
西
部
総
合
庁
舎
）

●
対
象
者
＝
瑞
浪
市
・
多
治
見
市
・

土
岐
市
・
笠
原
町
に
在
住
す
る

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
募
集
人
員
＝
一
〇
〇
名

●
見
学
コ
ー
ス
＝
総
合
庁
舎
出
発

岐
阜
県
博
物
館
（
関
市
）

百
年

公
園
・
昼
食
（
関
市
）

か
か
み

が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
（
各
務

原
市
）

総
合
庁
舎
（
17
時
解
散
）

●
参
加
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
昼
食

お
よ
び
航
空
宇
宙
博
物
館
入
館
料

大
人
八
〇
〇
円
、
小
・
中
学
生
三

〇
〇
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

●
応
募
方
法
＝
７
月
15
日

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
走
る
ふ
れ

あ
い
バ
ス
」
希
望
と
書
き
、
参
加

希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

土
岐
県
事
務
所
総
務
課

５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
―
68
―
１

２
３
―
１
１
１
１

【
多
治
見
市
】

松
竹
大
歌
舞
伎

日
時
…
７
月
18
日

会
場
…
多
治
見
市
文
化
会
館

入
場
料
…
指　
定　
席　
４　
、　５　
０　
０　
円　

自　
由　
席　
３　
、　５　
０　
０　
円　

照
会
先
…
多
治
見
市
文
化
会
館

２
３
―
２
６
０
０

【
土
岐
市
】

ウ
ィ
ー
ン
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

「
オ
ー
タ
＆
ウ
ィ
ー
ン　
・　
フ
ィ
ル
の

精
鋭
た
ち
」

日
時
…
７
月
15
日

18
時
30
分
〜

場
所
…
土
岐
市
文
化
プ
ラ
ザ

入
場
料
（
前
売
り
）

大
　
　
人
２
、
５
０
０
円

小
中
学
生
１
、
０
０
０
円

照
会
先
…
土
岐
市
文
化
プ
ラ
ザ

５
５
―
５
７
１
１

【
笠
原
町
】

笠
原
少
年
少
女
合
唱
団

〈
３
世
代
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〉

日
時
…
７
月
５
日

14
時
〜

会
場
…
笠
原
町
中
央
公
民
館

入
場
料
…
大
　
　
人
５
０
０
円

高
校
生
以
下
３
０
０
円　

照
会
先
…
笠
原
町
中
央
公
民
館

４
３
―
５
１
５
５

三
市
一
町
イ
ベ
ン
ト
情
報

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と

お
り
介
護
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
最

寄
り
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分

か
ら
８
時
30
分
ま
で

◆
定
員
＝
30
人
（
各
会
場
ご
と
）

◆
内
容

○
支
部
社
協
の
活
動
紹
介

○
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

○
家
庭
介
護
の
し
か
た

（
食
事
介
助
）

※
参
加
者
の
実
技
講
習
が
メ
イ
ン
に

な
り
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服

装
と
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

期　日 地　区 会　　場

７月６日 釜　　　戸 釜戸公民館大ホール

７月17日 陶 陶公民館大会議室

７月24日 ハートピア２階集会室

８月６日 日　　　吉

土岐・瑞浪

明　　　世

日吉コミュニティー・

センター 多目的ホール

８月13日 大　　　湫 大湫公民館講堂

８月21日 稲　　　津 稲津公民館ホール

最
近
、
市
街
地
か
ら
山
間
部
ま

で
い
た
る
と
こ
ろ
に
野
良
猫
が
は

い
か
い
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
る
事
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
野
良
猫
を
減
ら
す
た

め
、
次
の
事
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
飼
い
猫
に
子
猫
が
生
ま
れ
た

ら
、
飼
え
る
以
外
の
子
猫
は
捨

て
た
り
せ
ず
、
必
ず
保
健
所
へ

届
け
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
自
分
で
飼
え
な
い
野
良
猫
に
は

餌
を
与
え
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◎
飼
い
猫
に
は
首
輪
な
ど
の
目
印

を
つ
け
、
野
良
猫
と
判
別
で
き

る
よ
う
に
し
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
飼
育
し
て
く
だ

さ
い
。

※
野
良
猫
の
被
害
で
お
困
り
の
方

は
、
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（

内
線
４
９
０
）
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瑞
浪
市
消
防
操
法
大
会
が
６
月
７
日
、
市
民
公
園
「
い

こ
い
の
広
場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
分
団
か
ら
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
日
夜
練
習
を
積
み

重
ね
た
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
い
合
い
、
各
チ
ー

ム
と
も
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
気
迫
あ
ふ
れ
る

競
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
第
一
分
団
第
二
部
は
、
８
月
２
日
に
郡
上
郡

明
宝
村
で
開
催
さ
れ
る
第
47
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
に

市
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

優
勝
チ
ー
ム
の
柴
田
浩
治
部
長
は
、
「
週
３
回
の
夜
間

練
習
は
苦
し
か
っ
た
が
、
優
勝
を
目
標
に
部
員
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
の
で
と
て
も
嬉
し
い
。
県

大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し
、
あ
と
２
カ
月
間
が
ん
ば
り
た

い
。
」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。

後列左から

深谷直人さん、有賀桂一さん、岩島健一さん

前列左から

加納則明さん、加藤朋宏さん

●
優
　
勝第

一

分

団

第

二

部

後列左から

堀部満晴さん、林　三郎さん、伊藤賢司さん

前列左から

小栗敏美さん、板橋茂晴さん

●
三
　
位第

二
分
団
第
二
部
二
班

後列左から

小島浩二さん、上田一男さん、安藤千尋さん

前列左から

木下裕介さん、伊藤恵一さん

●
準
優
勝第

五

分

団

第

二

部

難
し
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
水
辺
は
危
険
な
場

所
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
る
貴
重

な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
が
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、

水
辺
の
危
険
や
注
意
す
べ
き
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と

も　
必　
要　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
よ

く
理
解
し
て
、
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
注
意
を
払
い
、
楽
し

い
水
遊
び
を
体
験
さ
せ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

ば
何
か
が
あ
る
」
、
そ
ん
な
期
待

感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
大
人
に

は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
行
動

を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
危
険
に
対
す
る
判
断

力
が
甘
く
、
「
何
が
、
ど
こ
が
、

ど
う
し
て
危
険
な
の
か
」
が
よ
く

理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

た
と
え
危
険
な
場
所
だ
と
知
っ
て

い
て
も
、
好
奇
心
を
抑
え
る
の
は

子
ど
も
の
水
の
事
故
の
ほ
と
ん

ど
は
、
子
ど
も
だ
け
で
遊
ん
で
い

る
と
き
、
ま
た
は
親
の
目
の
届
か

な　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
発　
生　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

子
ど
も
は
「
好
奇
心
の
か
た
ま

り
」
で
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
暑
さ

と
戯
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
水
辺
は
涼
を
と
る
だ
け
で
は

な
く
、
冒
険
心
を
く
す
ぐ
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
「
水
辺
へ
行
け

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に

増
え
て
く
る
の
が
水
の
事
故
。
な
か
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
に
迫
り
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
か
ら
夏
便
り
が
届
く
よ
う
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。
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●
日
時
…
７
月
13
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
７
月
16
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
７
月
１
日

・
８
日

・

15
日

・
26
日

・

29
日

10
時
〜
16
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
７
月
３
日

・
13
日

・

24
日

・
８
月
３
日

９
時
〜
12
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
７
月
21
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
７
月
１
日

・
８
日

・

15
日

・
22
日

・

29
日

13
時
〜
17
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

９
時
〜
16
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
７
月
６
日

・
13
日

・

21
日

・
27
日

・

８
月
３
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
一
般
対
象
〈
高
校
生
〜
59
歳
〉

８
月
７
日

18
時
〜

８
月
16
日

13
時
30
分
〜

８
月
22
日

13
時
30
分
〜

●
60
歳
以
上
対
象
…
随
時

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

市
民
体
育
館

６
８
―
０
７
４
７

身
体
障
害
者
相
談

福
祉
課
　

内
線
１
０
３

教
育
相
談

学
校
教
育
課
　

内
線
４
８
８

住
宅
修
繕
相
談

都
市
計
画
課
　

内
線
２
４
７

結
婚
相
談市

民
課
　

内
線
１
０
５

人
権
・
法
律
相
談

市
民
課
　

内
線
１
０
５

相

談

コ

ー

ナ

ー

高　
年　
齢　
者　
職　
業　
相　
談　
室　

商
工
課
　

内
線
４
８
１

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
　

６
８
―
４
１
４
８

● 斎場のお休み ●

●休場日＝７月３日 ・９日

15日 ・21日

25日 ・31日

●問い合わせ

市民課　 内線１０５

今
月

の

納

期

○
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

１
期
分

７
月
31
日

○
固
定
資
産
税　
・　
都
市
計
画
税

２
期
分

７
月
31
日

○
国
民
健
康
保
険
料

７
月
分

７
月
31
日

○
国
民
年
金
保
険
料

７
月
分

７
月
31
日

○
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金

６
月
分

７
月
31
日

入
院
時
の
食
事
代
の

自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

◆
職
種
＝
事
務
官
Ⅲ
種

◆
資
格
＝
昭　
和　
52
年　
４　
月　
２　
日　
か　
ら　
昭　

和　
56
年　
４　
月　
１　
日　
ま　
で　
に　
生　
ま　
れ　
た　
方　

◆
申　
込　
期　
間　
＝　
７　
月　
１　
日　

〜　
10  
日　

◆
第
一
次
試
験
＝
９
月
13
日

※
問
い
合
わ
せ
＝
岐
阜
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

０
５
８
―
２
６
２
―
５
１
２
１

（
内
線
２
０
９
）

裁
判
所
職
員
募
集

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
老
人
保
健

受
給
者
の
み
な
さ
ん
の
う
ち
、
平
成

10
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
入
院
中
の

食
事
代
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

現
在
入
院
中
の
方
、
今
後
入
院
予

定
の
方
は
、
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者
＝
平
成
10
年
度
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
ま
た
は
老
人
保
健
受
給
者

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証

②
老
人
医
療
受
給
者
証

③
市
民
税
非
課
税
証
明
書

（
必
要
の
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

④
印
鑑

◆
手
続
き
＝
７
月
１
日
か
ら

（
減
額
対
象
…
６
月
１
日
分
以
降
）

◆
減
額
の
内
容
＝
過
去
１
年
の
入
院

日
数
が
、
90
日
以
下
の
方
は
六
五

〇
円
、
90
日
を
超
え
る
方
は
五
〇

〇
円
（
い
ず
れ
も
１
日
当
た
り
の

負
担
額
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

内
線
１
０
９
・
１
１
３

※
平
成
９
年
度
に
減
額
認
定
を
受
け

た　
方　
も　
再　
度　
手　
続　
き　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
で
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
と
し
て
次
の
と
お
り
半

日
人
間
ド
ッ
ク
（
３
時
間
）
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
疾
病
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
の
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者
＝
35
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
、
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
受
診
期
間
＝
９
月
〜
３
月

（
受
診
日
は
後
日
連
絡
）

◆
検
査
病
院
＝
昭　
和　
病　
院　

◆
助
成
人
員
＝
一
〇
〇
人

◆
自
己
負
担
額

①
人
間
ド
ッ
ク
　
八
、
八
〇
〇
円

（
国
保
助
成
金
二
二
、　七
〇
〇
円
）

②
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の

い
ず
れ
か
を
含
む
場
合

九
、
九
五
〇
円

（
国
保
助
成
金
二
四
、
七
〇
〇
円
）

③
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の

い
ず
れ
も
含
む
場
合

一
一
、
一
〇
〇
円

（
国
保
助
成
金
二
六
、
七
〇
〇
円
）

◆
申
込
期
限
＝
７
月
31
日

◆
申
し
込
み
＝
保
険
年
金
課
保
険
係

内
線
１
０
９

行
政
相
談市

民
課
　

内
線
１
０
５

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
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乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

健診・相談名

６ カ 月 児 健 康 相 談

お よ び 離 乳 食 教 室

１ 歳 ６ カ 月 児 健 康 診 査

12 カ 月 児 健 康 相 談

２歳６カ月児歯みがき教室

３ 歳 児 歯 み が き 教 室

３歳６カ月児歯みがき教室

実施日

７月７日

７月10日

７月21日

７月６日

７月13日

７月22日

受付時間

９時30分～

９時45分

12時30分までに

お集まりください

９時30分～11時

９時～11時

対　象　者

平成10年１月生まれの子

平成９年１月生まれの子

平成９年７月生まれの子

平成８年１月生まれの子

平成７年５月生まれの子

平成７年１月生まれの子

そ　　の　　他

エプロンと母子健康手帳をご持参ください。

保護者の歯科検診も同時に実施します。

母子健康手帳をご持参ください。

中 期 ・ 後 期 離 乳 食 相 談 ７月８日 13時30分～15時 生後７カ月以降の乳児
電話などでの予約が必要です。

母子健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳、使用中の歯ブラシを

ご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

血液は生命の源とも言われ、今まで輸血によって多く

の尊い生命が救われてきました。こんなに科学が発達し

た現代でも、血液を人工的に造ることはできません。

献血は、血液を必要とする人々にとっては、いのちの

贈り物なのです。

〈成分献血・400 献血のメリットとは〉

輸血は、副作用との戦いであるとされています。

私たちの体は防衛機能をもっており、自己と少しでも

異質のものが体内に侵入してくると、拒否反応を示すこ

とがあります。血液は一人ひとり微妙に異なるので、同

じ血液型の血液を輸血しても、副作用が発生する可能性

があるのです。

成分献血・4 0 0 献血は、一人の方から血液をよりた

くさん提供していただくので、輸血の安全性を高めるこ

とができるのです。

次の日程で献血を実施します。みなさんのあたたかい

ご協力をお願いします。

成分献血とは、簡単な装置を用いて赤血球成分を体内

に戻し、血しょうや血小板を献血していただくものです。

おひとり3 0～4 0分かかります。ご協力いただける方

は、７月17日 までに保健センターへご連絡ください。

種　類 期　　日 場　所 時　間

200･400 ７月７日 市役所 14時～15時30分

成 分 献 血 ７月21日 〃 10時～15時40分

母子健康 手帳 の交 付

７月８日・15日・22日・29日

８月５日・12日（毎週水曜日）

９時30分までに保健センターにお集まりください。

※印鑑をご持参ください。

※初妊婦の方は交付後30分程度のお話があります。

1 0月1 0日 に開催される健康福祉まつりで、今年8 0

歳（大正７年生まれ）で自分の歯が2 0本以上残っている

方を表彰します。該当する方、もしくは該当する方をご

存じの方は、保健センターまでご連絡ください。

※かぶせてあったり、治療してあっても、自分の歯が

残っていれば該当者となります。

★応募期限＝８月10日

●対 象 者＝40歳以上で、脳卒中などの病気で身体に

障害のある方。

●申し込み＝電話などで保健センターへ

80歳で自分の歯が20本以上
残っている方大募集

リハビリ教室のご案内

場　所

月曜友の会

市民福祉　あ

センター

（ハートピア）

７月６日

７月13日

７月27日

８月３日

９時30分～

11時30分

まつの木会
サニ－ヒルズ

みずなみ

７月17日

８月７日

９時30分～

11時30分

期　日 時　間


